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市政に対する市政に対する

一般質問一般質問



■ 

陳
情
第
２
号

越
戸
川
朝
霞
寄
り
の
河
川
管
理

用
通
路
の
市
道
化
と
舗
装
工
事

を
求
め
る
陳
情

（
不
採
択
）

越
戸
川
沿
い
の
県
管
理
の

河
川
管
理
用
通
路
を
市
道
に
し

て
、
舗
装
整
備
等
を
行
う
こ
と

に
よ
り
付
近
の
土
地
利
用
が
で

き
る
よ
う
要
望
し
ま
す
。

工
事
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、

河
川
敷
に
接
す
る
土
地
に
出
入

り
す
る
車
の
騒
音
問
題
と
雨
が

降
っ
た
後
の
水
溜
り
や
地
面
の

軟
弱
化
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
、

通
路
表
面
が
で
こ
ぼ
こ
に
な
る

の
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■ 

陳
情
第
４
号

新
倉
・
下
新
倉
地
域
へ
の
小
・

中
学
校
建
設
に
関
す
る
陳
情

（
採
択
）

現
在
、
新
倉
・
下
新
倉
地
域

で
は
、
遠
距
離
の
通
学
や
自
治

会
内
で
通
学
区
域
が
分
か
れ
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
連
携
が

取
り
に
く
い
状
況
で
す
。

今
後
さ
ら
な
る
児
童
・
生
徒

数
増
加
が
見
込
ま
れ
る
白
子
小

学
校
・
新
倉
小
学
校
・
大
和
中

学
校
の
許
容

量
の
緩
和
を

図
り
、
伸
び

伸
び
し
た
学

校
・
学
習
生

活
を
確
保
す

る
た
め
、
新

倉
・
下
新
倉
地
域
に
小
学
校
１

校
、
中
学
校
１
校
を
早
期
に
建

設
し
、
通
学
距
離
の
緩
和
と
、

学
校
配
置
の
市
内
均
衡
を
図
る

こ
と
を
要
望
し
ま
す
。

坂
下
土
地
改
良
区
内

道
路
の
補
修
を

齊
藤
秀
雄
（
新
緑
会
）

問
／
坂
下
土
地
改
良
区
内
の
道
路
で
、
舗
装
さ
れ

て
い
な
い
砂
利
敷
き
の
道
路
は
、
傷
み
の
ひ

ど
い
と
こ
ろ
が
あ
る
。
特
に
市
道
５
０
８
号

線
は
、
道
路
沿
い
に
診
療
所
も
あ
り
、
農
家

の
方
々
や
診
療
所
へ
通
院
の
方
々
の
利
用
が

多
い
の
で
早
急
な
対
応
を
。

建
設
部
長
／
坂
下
土
地
改
良
区
内
の
道
路
は
、
近

年
車
両
通
行
が
増
加
し
て
お
り
、
道
路
の
維
持

管
理
及
び
防
じ
ん
対
策
と
し
て
整
備
を
順
次

行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
、
市
道
５
０
８

号
線
は
医
療
機
関
へ
の
ア
ク
セ
ス
道
路
と
し

て
、
ま
た
付
近
住
民
の
生
活
道
路
と
し
て
利

便
性
が
高
い
こ
と
か
ら
、
早
急
な
整
備
を
行

う
道
路
と
し
て
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

●
こ
の
ほ
か
、
温
暖
化
対
策
と
し
て
市
有
地
内
の
植
樹
の

拡
大
に
つ
い
て
質
問
を
し
ま
し
た
。

予
算
編
成
過
程
の
透
明
化

説
明
資
料
の
公
表
を

松
本
武
洋
（
新
し
い
風
）

問
／
市
の
予
算
編
成
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
や
仕
組

み
、
各
段
階
の
査
定
の
中
身
、
議
員
向
け
の

全
員
協
議
会
に
お
け
る
予
算
案
説
明
資
料
の

公
表
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲
載
を
。　
　
　
　

総
務
部
長
／
予
算
編
成
の
仕
組
み
、
全
員
協
議

会
説
明
資
料
に
つ
い
て
は
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
わ
か
り
や

す
く
公
表
し
て
ま
い
り
ま
す
。

予
算
査
定
の
各
段
階
の
中
身

の
公
表
に
つ
い
て
は
、
現
在

包
括
予
算
制
度
を
導
入
し
て

い
る
た
め
、
各
部
局
で
の
査
定
内
容
を
公
表

す
る
こ
と
は
実
務
的
に
困
難
で
す
。

●
こ
の
ほ
か
、
見
積
り
依
頼
に
お
け
る
業
者
と
の
接
触
の

ル
ー
ル
化
、
お
年
寄
り
の
運
転
免
許
証
返
納
促
進
、
学
校

建
設
用
地
の
確
保
策
、
職
員
採
用
に
民
間
の
視
点
を
、
な

ど
に
つ
い
て
質
問
を
し
ま
し
た
。

新
倉
・
下
新
倉
地
域
へ
の
小
中
学
校
建
設
陳
情

陳
情
者
の
意
見
聴
取
を

荻
野
比
登
美
（
和
光
市
民
ネ
ッ
ト
）

問
／
新
倉
・
下
新
倉
地
域
へ
の
小
・
中
学
校
建
設

に
関
す
る
陳
情
が
教
育
長
、
教
育
委
員
長
に

提
出
さ
れ
た
。
教
育
委
員
会
は
、
陳
情
の
代

表
者
か
ら
直
接
意
見
を
聞
く
こ
と
は
あ
る
の

か
。
新
設
校
建
設
に
つ
い
て
、
教
育
長
と
市

長
の
考
え
を
伺
う
。　
　
　
　

教
育
長
／
提
出
さ
れ
た
陳
情
を
教
育
委
員
会
で

検
討
す
る
際
、
陳
情
代
表
者
か
ら
申
し
出
が

あ
れ
ば
話
を
聞
く
こ
と
は
で
き
ま
す
。
新
設

校
に
つ
い
て
は
、
土
地
の
確
保
を
今
後
も
努

力
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
が
、
見

通
し
が
立
っ
て
い
な
い
状
況
で
す
。

市
長
／
新
設
校
の
実
現
の
た
め
に
教
育
委
員
会
と

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

●
こ
の
ほ
か
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
、
介
護
施
設
整
備
、

消
費
者
行
政
な
ど
に
つ
い
て
質
問
を
し
ま
し
た
。

家
屋
の
倒
壊
を
防
ぐ
助
成
制
度

周
知
と
防
災
対
策
の
強
化
を

佐
久
間
美
代
子
（
日
本
共
産
党
）

問
／
中
国
四
川
省
、
岩
手
・
宮
城
内
陸
地
震
の
発

生
で
大
災
害
と
な
り
、
備
え
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。
耐
震
診
断
と
耐
震
補
強
工
事
の
助
成

制
度
の
周
知
を
強
化
し
、
公
園
、
広
場
、
ま

た
登
録
農
地
の
協
力
な
ど
一
時
避
難
場
所
を

拡
充
す
べ
き
で
は
。

建
設
部
長
／
今
後
は
、
さ
ら
に
情
報
提
供
を
進

め
て
い
く
こ
と
に
よ
り
制
度
の
活
用
を
促
し
、

市
内
建
築
物
（
個
人
住
宅
、
集
合
住
宅
な
ど
）

の
耐
震
化
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

総
務
部
長
／
一
時
避
難
所
に
適
し
て
い
る
公
園
や

広
場
の
確
保
・
充
実
に
つ
い
て
調
査
を
し
て

い
き
ま
す
。
登
録
農
地
に
つ
い
て
は
市
内
全

域
に
配
備
で
き
る
よ
う
協
力
要
請
を
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

●
こ
の
ほ
か
、
後
期
高
齢
者
医
療
の
問
題
、
使
用
料
、
下

水
道
、
葬
祭
場
の
建
設
の
質
問
を
し
ま
し
た
。

越
後
山
（
南
一
丁
目
）

緑
地
保
全
と
川
沿
い
道
路

栗
原
次
男
（
緑
風
会
）

問
／
越
後
山
地
域
の
緑
地
保
全
、
川
沿
い
道
路
の

整
備
等
に
、
一
向
に
進
展
が
見
え
な
い
。
市

の
考
え
を
伺
う
。

市
民
環
境
部
長
／
緑
地
保
全
に
つ
い
て
は
、
土
地

所
有
者
の
同
意
が
得
ら
れ
て
お
ら
ず
、
今
後

も
粘
り
強
く
話
し
合
い
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

建
設
部
長
／
川
沿
い
道
路
（
市
道
42
号
線
）
の
整

備
の
た
め
、
土
地
所
有
者
と
用
地
交
渉
を
行

い
ま
し
た
が
、
理
解
が
得
ら
れ
ま
せ
ん
で
し

た
。
防
犯
灯
設
置
の
要
望
も

あ
り
、
安
全
な
道
路
環
境
を

構
築
で
き
る
よ
う
研
究
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

●
こ
の
ほ
か
、
市
道
４
０
８
号
線
の
歩

道
拡
幅
、
ア
ー
バ
ン
ア
ク
ア
の
交
通
対

策
、
市
民
総
合
体
育
館
完
成
後
の
問
題
点
、
金
属
製
粗
大

ゴ
ミ
の
処
理
に
つ
い
て
質
問
を
し
ま
し
た
。

学
区
・
学
校
選
択
制
・
南
北
格
差

教
育
環
境
の
整
備
を野

口
　
保
（
緑
風
会
）

問
／
５
年
前
に
学
区
変
更
委
員
会
の
答
申
を
経

て
、
昨
年
度
は
学
校
選
択
制
が
諮
問
さ
れ
た

が
、
児
童
・
生
徒
の
社
会
増
や
、
地
域
性
を

考
慮
せ
ず
、
た
だ
各
学
校
の
余
裕
教
室
を
利

用
す
る
た
め
の
手
法
で
あ
り
、
保
護
者
は
不

安
に
思
っ
て
い
る
。
和
光
市
の
将
来
を
見
据

え
、
教
育
施
設
の
南
北
地
域
格
差
の
均
衡
を

図
っ
た
新
設
校
の
建
設
な
ど
、
思
い
切
っ
た

教
育
環
境
整
備
に
取
り
組
む
べ
き
と
考
え
る

が
ど
う
か
。

教
育
長
／
新
設
校
の
建
設
は
土
地
を
早
急
に
確
保

す
る
こ
と
が
困
難
な
た
め
、
ま
ず
は
通
学
区

域
の
弾
力
化
に
よ
る
学
校
一
部
選
択
制
の
導

入
を
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
ま
た
既

存
の
小
学
校
校
舎
の
新
増
築
や
軽
量
鉄
骨
づ

く
り
の
一
時
教
室
の
設
置
な
ど
に
よ
り
対
応

を
図
っ
て
い
ま
す
。

共
同
住
宅
な
ど
の
耐
震
診
断
・
耐
震
工
事

市
の
補
助
で
は
す
す
ま
な
い

上
野
君
子
（
日
本
共
産
党
）

問
／
耐
震
診
断
、
耐
震
改
修
費
用
は
多
額
な
た
め

高
齢
者
や
所
得
の
少
な
い
世

帯
で
は
大
き
な
負
担
と
な
る
。

市
の
補
助
制
度
で
は
耐
震
対

策
は
進
ま
な
い
の
で
は
な
い

か
。
和
光
市
独
自
の
対
策
に

取
り
組
む
べ
き
と
思
う
が
。

建
設
部
長
／
耐
震
診
断
、耐
震
改
修
に
つ
い
て
は
、

平
成
20
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る
助
成
制
度

を
活
用
し
て
い
た
だ
き
、
耐
震
対
策
を
推
進

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
今
後
は

よ
り
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
、

い
ろ
い
ろ
な
手
法
を
研
究
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

●
こ
の
ほ
か
、
公
共
施
設
の
耐
震
対
策
、
子
ど
も
医
療
費

助
成
の
拡
充
、
障
が
い
児
学
級
の
現
状
、
越
後
山
土
地
区

画
整
理
事
業
な
ど
に
つ
い
て
質
問
を
し
ま
し
た
。

県
広
域
消
防
化
計
画

自
主
判
断
と
消
防
力
の
充
実
を

熊
谷
二
郎
（
日
本
共
産
党
）

問
／
消
防
広
域
化
を
実
現
す
る
た
め
、
県
は
消
防

広
域
化
推
進
計
画
を
策
定
す
る
と
し
て
い
る

が
、
市
が
把
握
し
て
い
る
計
画
内
容
と
、
ま

た
広
域
化
に
参
加
、
不
参
加
は
自
治
体
の
自

主
的
判
断
に
ゆ
だ
ね
る
と
あ
る
が
、
最
終
的

に
は
ど
こ
で
決
定
さ
れ
る
の
か
。

市
長
／
消
防
法
の
改
正
に
伴
い
、
県
か
ら
消
防
広

域
化
推
進
計
画
を
策
定
す
る
と
の
報
告
が
あ

り
、
和
光
市
は
川
越
市
を
中
心
と
す
る
ブ
ロ

ッ
ク
で
、
21
市
町
村
が
所
属
す
る
こ
と
に
な

っ
て
い
て
、
今
後
説
明
会
の
開
催
が
予
定
さ

れ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
広
域
化
に
つ
い
て
の

判
断
は
、
最
終
的
に
朝
霞
地
区
一
部
事
務
組

合
で
結
論
を
出
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。

●
こ
の
ほ
か
、
ま
ち
づ
く
り
行
政
、
福
祉
行
政
、
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
行
政
に
つ
い
て
質
問
を
し
ま
し
た
。

国
保
か
ら
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
へ

保
険
料
は
ど
う
変
わ
る

堀
　
文
雄
（
緑
風
会
）

問
／
新
聞
・
テ
レ
ビ
等
で
後
期
高
齢
者
の
保
険
料

が
種
々
報
道
さ
れ
て
い
る
が
、
国
保
加
入
時

に
比
べ
、
ど
う
変
化
し
た
か
傾
向
を
伺
う
。

保
健
福
祉
部
長
／
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
は
、

所
得
の
低
い
世
帯
で
は
国
民
健
康
保
険
税
よ

り
安
く
、
所
得
の
高
い
世
帯
で
は
高
く
な
る

傾
向
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
被
用
者
保
険
の

本
人
や
国
民
健
康
保
険
の
世
帯
主
の
み
が
後

期
高
齢
者
医
療
へ
移
行
す
る
こ
と
に
よ
り
、

被
扶
養
者
や
国
保
被
保
険
者
の
負
担
に
変
更

が
生
じ
ま
す
。
こ
れ
に
対
し
て
、
被
扶
養
者

の
国
保
加
入
に
は
条
例
に
よ
り
減
免
措
置
が
、

税
の
軽
減
を
受
け
て
い
た
国
保
加
入
者
に
は

税
の
軽
減
を
維
持
す
る
特
例
措
置
が
そ
れ
ぞ

れ
講
じ
ら
れ
ま
す
。

●
こ
の
ほ
か
、
住
宅
用
火
災
警
報
機
の
設
置
状
況
、
職
員

の
健
康
管
理
に
つ
い
て
質
問
を
し
ま
し
た
。

分
離
発
注
、
単
品
ス
ラ
イ
ド
条
項
適
用
で

市
内
建
設
業
の
育
成
を

阿
部
か
を
る
（
公
明
党
）

問
／
市
内
業
者
が
大
型
工
事
等
を
請
け
ら
れ
る

シ
ス
テ
ム
と
し
て
分
離
発
注
を
。
ま
た
鋼
材
、

燃
料
が
急
騰
し
業
者
は
悲
鳴
を
あ
げ
て
い
る
。

工
期
内
に
主
要
材
料
が
高
騰
し
請
負
代
金
額

が
不
適
当
と
な
っ
た
時
は
、
請
負
業
者
は
価

格
変
更
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
約
款

に
盛
り
こ
ま
れ
て
い
る
単
品

ス
ラ
イ
ド
条
項
の
適
用
を
。

総
務
部
長
／
ダ
イ
レ
ク
ト
型
一

般
競
争
入
札
で
は
市
内
業
者

が
参
加
で
き
な
い
場
合
が
あ

る
た
め
、
今
後
、
分
離
発
注

に
つ
い
て
研
究
し
て
い
き
ま
す
。
単
品
ス
ラ

イ
ド
条
項
の
適
用
は
、
国
土
交
通
省
の
適
用

基
準
が
示
さ
れ
た
段
階
で
検
討
し
ま
す
。

●
こ
の
ほ
か
、
ア
レ
ル
ギ
ー
対
策
、
協
働
事
業
、
ネ
ズ
ミ

の
駆
除
な
ど
の
質
問
を
し
ま
し
た
。

⑨⑭

⑩⑮

⑪⑯

⑫⑰

⑬⑱
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